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 当研究室では最近、Rh-IMes錯体と基質 1との反応により、8 員環を含む二環式ケトン 2が良

好な収率で生成することを見出し報告している（Scheme 1, eq. 1）1。一方、この反応の研究途上、

Rh-dppe錯体を触媒として用いると、環サイズの異なる二環式アルコール 3を選択的に与えるこ

とも明らかにした（eq. 2）。 

 
そこで今回我々は、アルキンとアレンをつなぐテザーの長さを 2炭素とした基質 4aを別途合成

し、Rh-dppe錯体との反応を検討することにした（Scheme 2）。その結果、この基質を用いると、
Scheme 1の eq. 2に示す反応が速やかに進行し、良好な収率で目的とする二環式アルコール 5a

を与えることがわかった。また、dppbzを配位子として利用すると収率がさらに向上した。次に、
基質の適用範囲の拡大を目指し検討を行なった。その結果、本反応は様々な置換基を持つ基質に

適用可能であり、良好な収率で二環式化合物を与えることがわかった。本発表では、反応機構に

関しても併せて報告する。 
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